
第１章 場合の数と確率 ４・独立な試行の確率

１ １ 独立な試行

（１／５）■ 独立な試行の確率 ■

独立な試行とは？

★知識の整理★

【１】独立な試行

２つの試行Ｓ，Ｔについてそれぞれの結果が互いに影響を与えないとき，試行Ｓ，Ｔは

独立であるという。

（例） 「１枚の硬貨を投げる」試行をＳ，「１個のさいころを投げる」試行をＴと

すると，硬貨を投げる試行とさいころを投げる試行はそれぞれの結果が互い

に影響を与えないから，試行Ｓと試行Ｔは独立である。

【２】独立な試行の確率

２つの試行Ｓ，Ｔが独立であるとき，試行Ｓで事象Ａ，試行Ｔで事象Ｂがともに起こる

確率ｐは，

ｐ＝Ｐ(Ａ)×Ｐ(Ｂ) ‡「場合分けでない」ならば確率どうしをかけあわせる

（例）試行Ｓにおいて「表が出る」事象をＡ，試行Ｔにおいて「２以下の目が出る」

事象をＢとする。

１ ２ １
Ｐ(Ａ)＝ ， Ｐ(Ｂ)＝ ＝ …①

２ ６ ３

「硬貨は表，さいころは２以下が出る」事象をＣとすると

根元事象は２×６通りあるから，ｎ(Ｕ)＝１２

このうち，事象Ｃは，１×２通りあるから，ｎ(Ｃ)＝２

よって，事象Ｃの確率は

ｎ(Ｃ) ２ １
Ｐ(Ｃ)＝ ＝ ＝ …②

ｎ(Ｕ) １２ ６

①と②より，次のことが成り立つ

Ｐ(Ｃ)＝Ｐ(Ａ)Ｐ(Ｂ)

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




